
愛知県公立高校入試過去問  H（   -  日程）数学 
※ H29年以降＝22点【45分】、それ以前＝20点【40分】 

１．次の問いに答えなさい。 
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Brunner

= l 0 - ( - 2 )
= が f = 影料

二 1 0 + 2 = l 2
- 11 3

.
it 簡略 化

:算
の 鼹

① ②

R 円 と する 。

① 0し 円 が 2 枚 で 2 7 ( 円 の 支払い _ 代 金 = 8 8 0

を の 3 割引き な ので 7 割 の 値段
z o 0 0 _ fx = 8 8 0

と なり が f =  JR c 円 ) ( 代金 )
x = 8 0 0 8 0 0 円

och

{ y = 一 xt 2 い y -_- I Point
y = 2 つし ー 7 い ②

IEEE 2 直線 の 交点 は

0=-31+9
( な )

3 ) ( = 9
、

x = 3
= ( 3

、

_ 1 )
連立 方程式 を

1=3 を の に 代入
tnt 解く と 求まる 。

すると 、 y -_- 3 t 2

~ 1 ~



 
不等式 の 全て の 項 を 2 乗 する と 66,24 く いく 69.56

67.24 く ntl く 7056
よって u = 6 7 、

6 8
、

6 9

6 7
、

2 4 - l く u く 7 0 、 5 6 - 1
mod

で
下線 部 から グラフ を 書く

。 _ 2 4 ( 4 - 4 ) を 通る

y の 変 域 が 負 な ので ・

「

興9!)
の で た AN

I に 代入 し

グラフ は と なる 。 fnyi -4=9×42
- 4 -

一

・
a -_- t

xia
b a b a b a b a b

1 - 2 2 - 1 3 - 1 0 4 - 1 5 _
1

3 3 2 2 0 2

4 4 4 3 3 0

5 5 5 5 4

全部 で 2 0 通り なので  E
- lr

求める く ABC = 0( とおく と
、

① 円周 角 の 定理 から < COA ( B を含ま ない )
U 圦

= 2 2( と 表さ れる 。

② 中心 は 360 な ので 2 つく +94=360 た = / 3 3
°

est
~ 2 ~
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① ②

① 解 が -3
。

つまり つ に -3 を 代入 し て 式 が 成り立つ 。

(s) 年 ax に 3 ) +15=0 、
a = 8

- x

② で もう 1つ の 解 が 必要 な ので
,

代入 し 2 つ( た なか 5=0

C) ( +3 ) は +5 ) = 0 2 に -355 i
、 もう た の 解 は -5

② た
8,1=-5

を 2 つ け atb = 0 に 代入 し
、

-10+8 tb = 0
、

D = 2

→

12576441

⑨ 最頻 値 い 、 最も 多い の は 4 冊 の 7 人 i
、 Iy

① 中央 値 ・ 、 、 クラス 全員 の 人数 は 3 0 人 な ので
、

3 0 ÷ 2 = 1 5

中央 は 1 5 と 1 6 番目 の 生 彳 走
。

1 5 → 4 冊
、

1 6 → 5 冊 な ので

平均 し た 値 45 冊 が 中央 値 中央 値 45 で

ttdl 範囲 上限 が 8 な ので

① 平均 値 が 0.1 上がる ので 合計 3 冊 増える
。 5 → 8

。  i
、

81が
- 3 ~ mes



 

(F)

方針
① y 。 の 2 点 が 入る よう に 考える 。

① が 切片 を 場合 分け する
。

。 。
の 最小 値 は ( 2

、
1 ) を 通る とき

o
の y -_- が tb に 代入

② y

l -_- が 2 t b
、

b =

② 最大 値 は ( 3
、

1 ) を 通る とき

o o
同様 に 代入 し て

つく 1=-5×3 t b b = 2
0

① の 場合
、

問題 文 の ( ※ ) より ( 2
、

1 ) が 三角形 の 内部

に 入ら ない ので
、

b = は 含ま ない 。

い、  なく b 台 2

-

~ 4 ~



 

D
②

( 費用 )
•

I 3 0 ~ 60 冊 の グラフ

①
1冊 5 0 0 0 円 な ので

Point ・

3 0 冊 l 5 万 門 。

通る 1点
2 0 万 t l 5 万

を 見つける 。
= 3 5 万

i. ( 60,35 )

を 通る 。

○ O 〇
-

Ds
L DりD 6 0 冊 以上 の グラフ

② 例えば I 0 0 冊 の 場合 費用 は
冊数 ) 1冊 2 5 0 0 円 な ので

4 5 万 円 で 1冊 4 5 0 0 円 と なる 。
40 冊 l 0 万 円 。

3 0 冊 の 場合 2 0 万 円 な ので 7 千 円 羽
。 3 5 万 t l 0 万

= 4 5 万

この よう に グラフ の 1点 に 注目
i ( l 0 0

、
4 5 )

し て 計算 する と i 右 へ 行く ほど
を 通る

。

単価 ( 1 冊 あたり の 値段 ) は

高く
なる

。

80 冊 の とき 4 0 万 円 な ので 1冊 5 0 0 0 円

よ、 て 801が 以上 で 5 0 0 0 円 以下 と なる 。

一
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②

28 Pなど
) L

Goa

① 長方形 な ので a ADE = 9 0
° ④ Goal

② △ AED の 内角 の 和 = は なり
△ A FG の 外角 の 性質

LEAD = 180°-90°-680=22 。
より LAG B

= < GA Ft LGFA
③ 長方形 な ので AD / BC で

= 22°+56
°

金昔角 は 等しく L AFB = < FBC
= 7 8

°

= 5 6 °

_ イ

に

分
>

間がしな1

①

D DEH BC より L DGB で GBC DB = DG
と なり △ DBG は DB = DG の

より
二等辺三角形 と なる ので DB の

DG = 9 cm

長 さ を これ より 求める 。

weep

D △ ABC い △ ADE で

AB i AD = BC こ DE

l 2 i AD = 8 i 2 = 4 -

、
1

AD = 3
、 i D B = 9

~ 6 ~



 の

が
D より EG = DG - DE = 9-2=7

T
7

の ⑦
D △ EFG い △ CFB より D 7

EF  i CF  = EG i CB = 7=8 の Q

= AE i E c

\ 8 I

D の より AD で DB きた
EF  t Fc
〉

より t FC = 1 5

1 i 3 = AE i l 5 と なり
、

AE  = 5

以上 より AE i EF こ FC = 5 こ 7 i 8

• △ ADE は AD i AB = 1 i 4 より④
△ ADE i △ ABC = l で 42=1=16 な ので △ ABC の 倍

• △ FBC は D より 57=8 と わかっ た ので

△ FBC =  f厭 を
=

痴8=-8 =  f △ ABC の も倍

以上 より ft = f 倍
eee

r

6
_

⑦ 方針 △ ADH で 三 平方 の 定理 を 用いる 。

1

TDAから BC へ 降ろし た 垂線 を AH と する と

「"中)
H は BC を 2 等分 L

、

BH = 3 と なり DH = 1
。

「

D △ AB H は 3076099 0
'

の 直角 角形 な ので BH = 3 より AH = 3 「3

D △ ADH において 三 平方 の 定理 を 用いる と
、

AD = SAHTDI-TTE.FR?2t1TTE=2Fcm
et

~ 7 ~



 "

TomPoint 何 を 底面 に し
、
何 を 高 さ と する か

。年

7
,

D 考える 立体 を
、

底面 △ ABD
、

し
2

人 H 4
'

高 さ を CE
、
頂点 を C と する

。

D △ ADC で CE を 求める ため に AE = た と し
、

ED = 2 「7 - x

で △ AEC
、
△ EDC の 直角 三角形 の 三 平方 を 用いる 。

-

f
6 い た 4 て に た が が 成り立つ

。

6
4 3 6 - ) ( た

16-28+4872
( 一つ (

2

A I 「 1 4 57 ) に 4 8
、
M ) に 1 2 つ に  Tmし

x El ' C
、

2 57 - 2し

i. c に ( 様 = 3 6 - t = 毓 樹 = 率
GF

CE =
 

iyh

⑤ ・ △ ABD = BD x AH x
で

= 2×03 生 二 3 B

• 立体 の 体積 = △ ABD X CE X ら

のが男が 興 興 穗
→

~ 8 ~


